
【はじめに】
　高齢の脳卒中片麻痺患者に対し、末梢電気刺激使用（以下PES）での上肢機能訓練とともに、本人にとって重要な作業であ
る更衣動作訓練を導入し、さらに視覚的フィードバックを加えた結果、更衣動作自立と行動変容を認めたため報告する。

【症例紹介】
　90歳代女性。左ラクナ梗塞による右片麻痺。入院時、麻痺側BRSは上肢III、手指III、FMA34/66点、STEF0点、握力0ｋ
ｇで生活への上肢参加は認めなかった。ADLは全般に介助を要し「何もできない」と消極的な発言が目立った。

【経過】
　入院後1ヶ月間（I期）の作業療法ではROM訓練と基本動作訓練を主に行った。その後2ヶ月間（II期）はPES下（総指伸
筋や手内筋）での自動介助運動や上肢機能訓練を導入するとともに、更衣動作を反復練習し、手順定着を図った。また更衣場
面を動画で見える化し出来栄えを共有した。

【結果：I→II期】
　BRS上肢IV→V、手指III→IV、STEF1→11、FMA35→57点、握力0→5.7ｋｇとなり、PES導入したII期に有意な上肢機
能改善を認め更衣動作も自立した。また、「他の事もやってみよう」と前向きな発言が聞かれ行動にも変化を認めた。

【考察】
　PESと反復的な実動作訓練によって、効率的な運動学習が図られ、上肢機能向上と更衣動作時の獲得に繋がったと考えられ
た。また、本人にとって重要度の高い更衣動作の獲得を図り、視覚的に出来映えを示したことで、満足度や成功体験となり、
行動変容に結びついたと考えられた。
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自分で肌着ぐらい治したい。 
～末梢電気刺激使用での上肢機能訓練と重要度の高い活動の実動作訓練併用による効果～

【はじめに】
　回復期脳卒中患者における日常生活動作に影響を及ぼす運動機能について検討した．

【対象】
　2018年10月から2019年3月までに回復期病棟を退院した脳血管疾患患者87名とした．

【方法】
　退院時の運動機能は (1)FACT(2)BBS(3)FMA 上肢 (4)FMA 下肢を調査し，退院時の日常生活動作は (5) 運動 FIM 合計 (6) 運動
FIM 下位項目を調査した．(1)～(4) と (5) の関係は，Spearman の順位相関係数を求めた．また，(5) 運動 FIM70 点未満 / 以上，
(6)運動FIM下位項目6点未満/以上をそれぞれ非自立群/自立群として，変数増加法ロジスティック回帰分析を用いた検討を
行った．
　本研究は当院倫理規定に準じて行い，説明と同意を得られた対象者で実施している．当院倫理委員会の承認を得ている．

【結果】
　(1)～(4)と(5)の相関関係は，FACT(rs=0.80)，BBS(rs=0.88)，FMA上肢(rs=0.67)，FMA下肢(rs=0.82)であった．(5)非自立群
/ 自立群の分析では，FACT・BBS が選択された．(6) 非自立群 / 自立群の分析では，清拭にて FACT・FMA 上肢が選択され，
下衣更衣にてFACT・BBS・FMA下肢が選択された．

【考察】
　運動FIMには，FACT・BBS(バランス機能)が大きく関係する．清拭や下衣更衣など，バランス機能に加え上下肢機能も重
要となる．
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回復期病棟脳卒中患者の運動機能が日常生活動作に及ぼす影響 
～退院時におけるFACT・BBS・FMAと運動FIMの関連性～




